
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
で
は
目
指
す

べ
き
姿
と
し
て
10
年
後
の
木
材
自
給
率
を

50
㌫
に
す
る
と
い
う
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
木

材
が
利
用
さ
れ
て
い
る
様
々
な
用
途
で
、

国
産
材
を
使
う
比
率
を
高
め
て
い
く
と
と

も
に
、
新
た
な
使
い
道
の
開
発
・
開
拓
を

行
い
、
こ
れ
ら
の
需
用
者
に
安
定
的
に
国

産
材
を
供
給
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
の
た
め
、
国
有
林
で
は
、
製
材
工
場

等
の
需
用
者
と
協
定
を
締
結
し
、
そ
れ
に

基
づ
い
て
木
材
を
安
定
的
・
計
画
的
に
供

給
す
る
安
定
供
給
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
販
売

を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
特
集
で
は
、
特
に
、
こ
れ
ま
で
山

に
放
置
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
、
低
質

材
、
未
利
用
材
の
安
定
供
給
シ
ス
テ
ム
に

よ
る
販
売
事
例
な
ど
を
簡
単
に
紹
介
し
ま

す
。木

質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
燃
料

福
島
県
会
津
若
松
市
に
日
本
初
の
木
材

チ
ッ
プ
の
専
焼
発
電
所
が
完
成
し
、
本
年

７
月
初
旬
よ
り
稼
働
し
て
い
ま
す
。
こ
の

発
電
所
で
は
、
発
電
燃
料
と
し
て
１
年
間

に
概
ね
６
万
㌧
の
木
片
チ
ッ
プ
（
原
木
換

算
１
０
万
立
方
㍍
）
を
必
要
と
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
木
片
チ
ッ
プ
に
は
、
こ
れ
ま

で
根
曲
が
り
、
利
用
径
級
に
達
し
な
い
な

ど
の
理
由
に
よ
り
切
り
捨
て
間
伐
さ
れ
、

林
内
に
放
置
さ
れ
て
い
た
未
利
用
資
材
で

も
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

な
お
、
同
発
電
所
は
、
「
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格
買
取
制
度
」
に
よ
る

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
と
し
て
初
の
認

証
を
受
け
て
い
ま
す
。

国
有
林
で
は
、
発
電
所
に
木
片
チ
ッ
プ

を
納
入
す
る
業
者
と
協
定
を
締
結
し
、
日

光
森
林
管
理
署
か
ら
獣
害
（
シ
カ
、
ク
マ
）

を
受
け
た
低
質
材
２
９
０
０
立
方
㍍
の
燃

料
原
木
を
供
給
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

木
質
系
の
家
畜
敷
料

こ
れ
ま
で
家
畜
の
敷
料
と
し
て
は
、
主

に
稲
わ
ら
、
籾
が
ら
、
麦
わ
ら
が
使
用
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
材
料
は
、
稲

わ
ら
を
裁
断
す
る
コ
ン
バ
イ
ン
等
の
普
及

に
よ
り
入
手
困
難
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

廃
材
を
利
用
し
た
敷
料
（
オ
ガ
粉
）
の
生

産
や
切
り
捨
て
間
伐
等
に
よ
り
林
地
に
放

置
さ
れ
て
き
た
未
利
用
低
質
材
な
ど
を
砕

き
敷
料
と
し
て
使
用
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

茨
城
県
常
陸
大
宮
市
に
あ
る
協
同
組
合

は
、
敷
料
の
生
産
・
加
工
の
た
め
地
域
の

林
業
事
業
者
が
設
立
人
と
な
り
発
足
し
、

近
隣
の
畜
産
農
家
へ
敷
料
を
供
給
し
て
い

ま
す
。

な
お
、
敷
料
は
、
稲
わ
ら
と
比
べ
、
大

量
の
尿
を
吸
収
、
保
持
で
き
、
使
用
日
数

が
長
く
、
取
り
替
え
が
容
易
で
あ
り
、
畜

舎
を
衛
生
的
に
保
ち
、
最
後
は
良
質
な
堆

肥
と
し
て
再
利
用
で
き
る
こ
と
な
ど
優
れ

た
点
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

国
有
林
で
は
、
同
協
同
組
合
と
協
定
を

締
結
し
、
茨
城
森
林
管
理
署
か
ら
年
間
５

０
０
０
立
方
㍍
の
原
料
を
供
給
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

産
業
用
ク
ラ
フ
ト
紙
の
原
料

段
ボ
ー
ル
原
紙
や
米
袋
等
に
用
い
ら
れ

る
産
業
用
紙
に
は
、
再
利
用
資
材
や
外
材

な
ど
の
針
葉
樹
チ
ッ
プ
が
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
価
格
が
高
く
、
数
量
の
確
保
が

難
し
い
な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
産
業
用
紙
を
生
産
す
る
静
岡
県
の

製
紙
会
社
で
は
、
こ
れ
ら
課
題
に
対
応
す

る
た
め
国
産
針
葉
樹
の
皮
付
き
チ
ッ
プ
の

利
用
を
検
討
し
て
い
ま
し
た
。
一
方
、
静

岡
森
林
管
理
署
で
は
、
富
士
山
裾
野
の
国

有
林
に
多
く
存
在
し
、
こ
れ
ま
で
利
用
さ

れ
ず
に
き
た
ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ
人
工
林
の
有

効
利
用
を
検
討
し
て
い
ま
し
た
。

国
有
林
で
は
、
製
紙
会
社
と
協
定
を
締

結
し
、
静
岡
森
林
管
理
署
か
ら
ウ
ラ
ジ
ロ

モ
ミ
低
質
材
を
年
間
１
７
０
０
立
方
㍍
供
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国
産
材
の
安
定
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し
た
取
組
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特

に
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質

材

、

未

利

用

材

の

有

効

活

用

～

森

林

整

備

部

販

売

課日本初の木材チップ専焼発電所

原木切削機械

製造されたオガ粉



名　　　　　　　　　称 川場村溝又入地区森林整備推進協定

区域面積：４１９ｈa

（民有林：２１４ｈa　国有林：２０５ｈa）

整備面積：２０６ｈa

（民有林：１１１ｈa  国有林：９６ｈa）

延長７，０００ｍ

（民有林：６，０００ｍ　国有林：１，０００ｍ）

川場村

群馬県利根沼田環境森林事務所

利根沼田森林管理署

協　定　期　間 Ｈ２４年１０月２５日～Ｈ２８年３月３１日

注）整備面積は、単位止めのため総面積が一致しな い。

川場村溝又入地区森林整備推進協定の概要

協 定 締 結 者

路　　網　　整　　備

区域及び整備面積

給
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

木
質
ペ
レ
ッ
ト
、
パ
ー
テ
ィ

ク
ル
ボ
ー
ド
、
製
紙
原
料

林
地
残
材
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
磐

城
森
林
管
理
署
で
は
、
協
定
締
結
者
で
あ

る
福
島
県
い
わ
き
市
の
製
材
会
社
と
協
同

し
て
、
生
産
作
業
地
で
発
生
す
る
端
材
等

を
特
製
コ
ン
テ
ナ
で
回
収
し
、
そ
の
ま
ま

ト
ラ
ッ
ク
運
搬
す
る
方
法
や
直
接
現
地
で

チ
ッ
プ
粉
砕
し
、
製
紙
工
場
へ
直
送
す
る

方
法
な
ど
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
回
収
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
平
成
21
年
度
か
ら
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
林
地
残
材
は
、
木
質
用
ペ

レ
ッ
ト
、
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド
、
製
紙

原
料
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
有
林
で
は
、
同
社
と
協
定
を
締
結
し
、

磐
城
森
林
管
理
署
及
び
棚
倉
森
林
管
理
署

か
ら
年
間
９
０
０
０
立
方
㍍
の
原
料
材
を

供
給
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

庭
木
の
添
木
用
材
な
ど
小
径
木

の
供
給
要
望
な
ど
へ
の
対
応

こ
れ
ま
で
林
地
に
放
置
さ
れ
る
こ
と
が

多
か
っ
た
小
径
木
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

土
木
用
杭
や
庭
木
支
柱
と
し
て
の
需
要
が

見
込
め
る
こ
と
か
ら
、
国
有
林
と
し
て
も

有
効
活
用
を
図
る
こ
と
と
し
、
積
極
的
に

対
応
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
、
４
月
24
日
に
、
群
馬
県
知
事
と

関
東
森
林
管
理
局
長
と
の
間
で
「
水
源
県

ぐ
ん
ま
の
森
林
・
林
業
の
再
生
に
関
す
る

覚
書
」
が
締
結
さ
れ
、
民
・
国
連
携
し
て
、

森
林
共
同
施
業
団
地
の
設
定
等
を
通
じ
た

森
林
の
整
備
や
木
材
の
安
定
供
給
を
推
進

し
、
群
馬
県
内
の
森
林
・
林
業
の
再
生
に

寄
与
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
覚
書
に
即
し
て
、
群
馬
県
内
で
は
、

３
件
目
（
関
東
森
林
管
理
局
内
で
は
７
件

目
）
と
な
る
「
川
場
村
溝
又
入
地
区
森
林

整
備
推
進
協
定
」
が
、
10
月
25
日
に
川
場

村
役
場
に
お
い
て
、
川
場
村
長
、
群
馬
県

利
根
沼
田
環
境
森
林
事
務
所
長
、
利
根
沼

田
森
林
管
理
署
長
の
３
者
に
よ
り
締
結
さ

れ
ま
し
た
。

既
に
協
定
が
締
結
さ
れ
て
い
る
伊
豆
森

林
管
理
署
を
始
め
と
す
る
６
署
と
同
様
に
、

利
根
沼
田
署
に
お
い
て
も
、
森
林
共
同
施

業
団
地
が
設
定
さ
れ
、
森
林
の
整
備
に
関

す
る
事
業
に
必
要
な
路
網
の
整
備
等
の
取

組
に
関
す
る
事
項
を
定
め
、
協
定
者
が
連

携
し
て
民
有
林
と
国
有
林
の
効
率
的
か
つ

安
定
的
な
林
業
経
営
の
基
盤
づ
く
り
と
森

林
整
備
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

具
体
的
に
は
、
協
定
期
間
で
あ
る
平
成

27
年
度
末
ま
で
に
、
協
定
区
域
の
民
有
林

と
国
有
林
４
１
９
㌶
を
対
象
に
、
間
伐
等

の
森
林
整
備
を
２
０
６
㌶
、
林
業
専
用
道

等
の
路
網
整
備
を
７
０
０
０
㍍
実
施
す
る

予
定
で
す
。
（
左
表
参
照
）

関
東
森
林
管
理
局
に
お
い
て
は
、
今
後

更
に
、
局
に
お
け
る
「
県
知
事
等
と
の
覚

書
の
締
結
」
、
署
等
に
お
け
る
「
民
有
林

関
係
者
と
の
森
林
整
備
協
定
の
締
結
」
を

推
進
し
、
地
域
に
お
け
る
施
業
の
集
約
化

の
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
取
り
組
む
考
え
で

す
。

（３）平成２４年１２月５日 関 東 森 林 管 理 局 第 １０５号

「
川
場
村
溝
又
入
地
区

森
林
整
備

推
進
協
定
」

の
締
結
に
つ
い
て

計
画
部

計
画
課

産業用紙となるウラジロモミの生産

林地残材の販売

小径材が生産される間伐対象林分

小径材の生産


